
Title 『十訓抄』の敬語 : 補助動詞「侍り・候ふ」

Author(s) 泉, 基博

Citation 語文. 1997, 69, p. 1-12

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/68916

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



『十
訓
抄
』
の
敬
語

―
―
補
助
動
詞

「侍
り

・
候
ふ
」
―
―

一

補
助
動
詞
「侍
り

。
候
ふ
」
に
つ
い
て
は
、
『十
訓
抄
』
と
出
典
翁
古
事
談
し

と
の
関
係
か
ら
、

『十
訓
抄
』
の
編
者
の
敬
語
意
識
に
つ
い
て
垣
間
見
た
が
、

『十
訓
抄
』
全
体
に
於
け
る
補
助
動
詞

「侍
り

。
候
ふ
」
に
つ
い
て
は
考
察
が

な
さ
れ
て
な
い
の
で
、
こ
の
稿
で
は
『十
訓
抄
』
全
体
に
於
け
る
補
助
動
詞
「侍

り
。
候
ふ
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

動
詞

・
補
助
動
詞
の

「侍
り

。
候
ふ
」
の
交
替
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
桜
井

光
昭
氏
が
、

『栄
花
物
語
』
で
は

「侍
り
」
と

「さ
ぶ
ら
ふ
」
の
用
例
数
の
比
は
四

・

一
対

一
で
あ
る
。

『大
鏡
』
に
お
い
て
は
五

・
四
対

一
で
あ
り
、　
ペ
ヱ
日

物
語
集
』
に
い
た
っ
て
○

・
五
七
対

一

（ま
た
は

一
対

一
・
八
）
と

「さ

ぶ
ら
ふ
」
優
勢
に
逆
転
す
る
。

と
指
摘
し
て
い
る
。

補
助
動
詞

「侍
り

。
候
ふ
」
の
丁
寧
語
化
に
つ
い
て
は
、
謙
譲
語

「侍
り
」

が
丁
寧
語
化
へ
の
傾
斜
が
急
に
な
っ
て
来
る
の
は
一
一
世
紀
後
半
以
降
で
、　
一

一
世
紀
半
ば
か
ら
丁
寧
語
化
が
活
発
化
し
て
来
た

「候
ふ
」
と
競
合
す
る
こ
と

泉

基

博

に
な
る
の
だ
が
、
よ
り
徹
底
し
た
丁
寧
語
化
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、

「候
ふ
」

に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、　
〓

一世
紀
に
な
る
と
急
速
に
衰
弱
し
、
文
語
化
し
て
ゆ

く
こ
と
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「侍
り
」
の
衰
弱
と
文
語
化
に
つ
い
て

は
、
桜
井
光
昭
氏
は
、

「侍
り
」
は

『紫
式
部
日
記
』
の
よ
う
な
例
外
は
別
と
し
て
地
の
文
に
用

い
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
『方
丈
記
』
『愚
管
抄
』
『宇
治
拾
遺
物

語
』
な
ど

一
三
世
紀
初
頭
の
も
の
に
は
地
の
文
の
用
例
が
あ
る
。
こ
れ
か

ら
し
て
、
「侍
り
」
は

一
一
五
〇
年
前
後
に
非
常
な
衰
勢
に
あ
り
、　
〓

一

〇
〇
年
ま
で
に
は
話
し
こ
と
ば
か
ら
消
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
指
摘
し
て
い
る
。

敬
意
度
に
つ
い
て
は
、　
沢
二
日
物
語
集
』
に
於
け
る

「侍
り
」
の
敬
意
度
は

す
で
に
低
く
な
っ
て
い
る
が
、

「候
ふ
」
の
敬
意
度
は
き
わ
め
て
高
い
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

聞
き
手
と
話
し
手
の
関
係
に
つ
い
て
は
、　
理
二
日
物
語
集
』
に
於
け
る

「侍

り
」
に
は
聞
き
手
よ
り
も
話
し
手
が
上
位
で
あ
る
例
が
相
当
あ
る
が
、
「候
ふ
」

に
は
聞
き
手
よ
り
も
話
し
手
が
上
位
で
あ
る
例
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

『平
家
物
語
』
に
な
る
と
、

「候
ふ
」
に
聞
き
手
よ
り
も
話
し
手
が



上
位
で
あ
る
用
例
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え

て
、

『十
訓
抄
』
全
体
に
於
け
る
補
助
動
詞

「侍
り

。
候
ふ
」
の
使
用
状
況

・

敬
意
度

。
敬
語
史
的
位
置
等
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
本
文
は

『校
本
十
訓
抄
』
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

（番
号
六
五
四
八
二
）
を
使
用
す
る

こ
と
に
す
る
。二

補
助
動
詞

「侍
り

。
候
ふ
」
を
整
理
す
る
場
合
、
補
助
動
詞
の
定
義
の
曖
昧

さ
か
ら
、
動
詞
と
し
て
取
る
べ
き
か
補
助
動
詞
と
し
て
取
る
べ
き
か
判
断
に
苦

し
む
場
合
が
出
て
来
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
補
助
動
詞

「侍
り

。
候
ふ
」
を
ど

う
整
理
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
整
理
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
阪
倉
篤

義
氏
の
整
理
方
法
が
あ
る
。
阪
倉
氏
は

「候
ふ
」
に
つ
い
て
、
第
①
種
は
動
詞
、

第
②
種
は
沢
に
）
あ
り
Ｌ
と
候
ふ
Ｌ
形
容
詞
連
用
形
十
候
ふ
Ｌ
て
候
ふ
」、第
③

種
は
動
詞
に
下
接
し
て
い
る
も
の
、
の
三
種
に
分
類
し
て
整
理
し
、

「第
②

。

③
は

一
つ
に
纏
め
て
考
へ
る
べ
き
か
と
も
思
は
れ
る
」
と
あ
る
。
こ
の
稿
で
は

こ
の
方
法
に
準
拠
し
て
整
理
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
阪
倉
氏
の

第
②
種

。
第
③
種
を
補
助
動
詞
と
し
て
整
理
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
会
話
文

に
於
け
る

「侍
り

。
候
ふ
」
は
話
し
手

。
聞
き
手
で
整
理
す
る
こ
と
に
す
る
。

位
階

。
官
職
等
は
そ
の
人
物
の
最
終
の
も
の
で
整
理
す
る
こ
と
に
す
る
。
以
上

の
観
点
か
ら
補
助
動
詞

「侍
り

。
候
ふ
」
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

★
　
侍
り

（地
の
文
）

動
詞
＋

「侍
り
」
…
…
第

一
の
二
一
話

（１
例
）

形
容
詞
十

「侍
り
」
…
…
第

一
〇
の
一
五
話

（１
例
）

ス

（ず
）
―
‐
…
…
第

一
〇
の
七
六
話

（１
例
）

ニ
ー
　
…
…
第
六
の
二
一
話

（１
例
）

テ
ー
　
…
第

一
の
五
三
話

（１
例
）

。
第
七
の
一
話

（１
例
）

☆
　
侍
り

（会
話
文
）

動
詞
十
「侍
り
」
・…
‥
楊
梅
大
納
言
顕
雅
卿

（源
顕
雅

・
権
大
納
言
正
三
位
）

↓
或
女
房

（第

一
の
四
九
話
）
１
例

・
老
タ
ル
尼

（元
は

「物

ハ
リ
し

↓
サ

ル
ヘ
キ
人
々

（第
二
の
三
話
）
２
例

。
イ
ヤ
シ
キ
ツ
カ
サ
人
↓
邑
上
天
皇

（第

二
の
一
四
話
）
１
例

。
恵
心
、
檀
那
ノ
僧
都
ナ
ト
↓
性
空
聖
人

（第
二
の
一
六

話
）
１
例

・
盛
重

（従
五
位
上
）
↓
清
水
大
衆

（第
四
の
三
話
）
１
例

。
佐
実

（藤
原
佐
実

。
従
五
位
下
）
↓
花
園
ノ
オ
ト
ゝ

（源
有
仁

。
左
大
臣
従

一
位
、

第
四
の
三
話
）
１
例

。
博
士
敦
正

（伝
未
詳
）
↓
花
園
ノ
オ
ト
ゝ

（源
有
仁

。

左
大
臣
従

一
位
、
第
四
の
三
話
）
１
例

。
清
輔
朝
臣
（藤
原
清
輔

・
正
四
位
下
）

↓

（讃
岐
三
位

《藤
原
季
行

・
非
参
議
従
三
位
》
の
邸
の
）
人
々

（第
四
の
八

話
）
１
例

。
或
人
↓
清
輔
朝
臣

（藤
原
清
輔

。
正
四
位
下
、
第
四
の
八
話
）
１

例

。
比
巴
ノ
師

（ナ
ニ
カ
シ
）
↓
讃
岐
三
位

（藤
原
季
行

・
非
参
議
従
三
位
、

第
四
の
八
話
）
１
例

。
後
藤
内
則
明

（源
頼
義
の
郎
党
）
↓
白
河
院

（第
六
の

二
〇
話
）
２
例

・
或
僧
↓
老
尼

（第
六
の
三
九
話
）
１
例

。
深
覚
僧
正
↓

（宇

治
殿

《藤
原
頼
通

。
摂
政
関
白
太
政
大
臣
従

一
位
》
の
）
使
者

（第
七
の
一
〇

話
）
１
例

。
侍
従
大
納
言

（藤
原
成
通

。
大
納
言
正
三
位
）
↓
左
衛
門
佐

（女

房
、
第
七
の
一
五
話
）
１
例

・
晴
明

（阿
部
晴
明

。
左
京
権
大
夫
従
四
位
下
）

↓
御
堂
入
道
殿

（藤
原
道
長

・
摂
政
太
政
大
臣
従

一
位
、
第
七
の
二
四
話
）
１

例

。
九
条
民
部
卿
顕
頼

（藤
原
顕
頼

・
権
中
納
言
正
三
位
）
↓

（ナ
マ
君
達
ヘ

取
り
次
ぐ
）
侍

（藤
原
顕
頼
の
家
臣
、
第
七
の
三
二
話
）
３
例

。
ナ
マ
君
達
↓

侍

（九
条
民
部
卿
顕
頼

《藤
原
顕
頼

・
権
中
納
言
正
三
位
》
の
家
臣
、
第
七
の

三
二
話
）
２
例

。
大
納
言
行
成
卿

（藤
原
行
成

。
権
大
納
言
正
三
位
〉
↓
実
方

中
将

（陸
奥
守
正
四
位
下
、
第
八
の
一
話
）
１
例

・
京
極
大
殿

（藤
原
師
実

。

摂
政
関
白
太
政
大
臣
従

一
位
）
↓
大
御
室

（師
明
親
王
、
第
九
の
一
話
）
１
例



・
成
就
院
僧
正

（寛
助

。
大
僧
正
）
↓
大
御
室

（師
明
親
王
、
第
九
の
一
話
）

１
例

。
六
条
修
理
大
夫
顕
季

（非
参
議
正
三
位
）
↓
タ
テ
ノ
ニ
郎
義
光

（刑
部

少
輔
従
五
位
上
、
第
九
の
二
話
）
１
例

。
廉
承
武

（伝
未
詳
）
↓
邑
上
帝

（第

一
〇
の
一
八
話
）
１
例

・
基
綱
卿

（源
基
綱

・
権
中
納
言
従
二
位
）
↓
白
河
院

（第

一
〇
の
六
三
話
）
１
例

。
霊
公
↓
平
公

（第

一
〇
の
六
六
話
）
１
例

。
醍

醐
ノ
大
僧
正

（仁
海
）
↓
顕
基
中
納
言

（源
顕
基

。
権
中
納
言
従
三
位
、
第

一

〇
の
七
四
話
）
１
例

。
中
院
僧
正

（定
遍
）
↓
中
院
入
道
右
府

（源
雅
定

。
右

大
臣
正
三
位
、
第

一
〇
の
七
五
話
）
２
例

形
容
詞
＋

「侍
り
」
…
…
博
士
敦
正

（伝
未
詳
）
↓
花
園
ノ
オ
ト
ゝ

（源
有

仁

・
左
大
臣
従

一
位
、
第
四
の
三
話
）
１
例

。
清
輔
朝
臣

（藤
原
清
輔

。
正
四

位
下
）
↓
比
巴
ノ
師

（ナ
ニ
カ
シ
、
第
四
の
八
話
）
１
例

。
禅
師
ノ
君
↓
妻

（第

七
の
二
七
話
）
１
例

。
九
条
民
部
卿
顕
頼

（藤
原
顕
頼

・
権
中
納
言
正
三
位
）

↓

（ナ
マ
君
達
へ
取
り
次
ぐ
）
侍

（藤
原
顕
頼
の
家
臣
、
第
七
の
三
二
話
）
１

例

。

（成
通
卿
の
）
メ
ノ
ト
↓
成
通
卿

（藤
原
成
通

。
大
納
言
正
三
位
、
第

一

〇
の
一
六
話
）
１
例

レ
ー
　
…
…
長
能

（生
没
年
末
詳
）
↓

（大
納
言

《藤
原
公
任

。
権
大
納
言

正
三
位
》
の
）
使
者

（第
四
の
一
七
話
）
１
例

。
中
納
言
右
衛
門
督
伊
け
卿

（源

伊
防

。
中
納
言
正
三
位
）
↓
村
上
天
皇

（第

一
〇
の
一
話
）
１
例

セ
ー
　
…
…
六
条
修
理
大
夫
顕
季

（非
参
議
正
三
位
）
↓
タ
テ
ノ
三
郎
義
光

（刑
部
少
輔
従
五
位
上
、
第
九
の
二
話
）
１
例

ス

（ず
）
―
　
…
…
イ
ヤ
シ
キ
ツ
カ
サ
人
↓
邑
上
天
皇

（第
三
の
一
四
話
）

１
例

・
基
綱
卿

（源
基
綱

。
権
中
納
言
従
二
位
）
↓
白
河
院

（第

一
〇
の
六
三

話
）
１
例

ニ
ー
　
…
…
蜂

（カ
キ
ノ
水
干
、
袴
着
タ
ル
男
）
↓
余
吾
大
夫

（第

一
の
八

話
）
１
例

。
フ
ル
ト
ヒ

（
コ
ト
ヤ
ウ
ナ
ル
法
師
）
↓
西
塔
二
住
セ
ル
僧

（第

一

の
九
話
）
１
例

。
土
左
判
官
代
道
清

（源
道
清
）
↓

（或
宮
原
の
女
房
の
言
葉

を
伝
え
た
下
級
の
）
女
房

（第

一
の
五
三
話
）
１
例

・
貧
キ
僧
↓
官
人

（第
六

の
二
三
話
）
１
例

・
ナ
マ
君
達
↓
侍

（九
条
民
部
卿
顕
頼

《藤
原
顕
頼

・
権
中

納
言
正
三
位
》
の
家
臣
、
第
七
の
三
二
話
）
１
例

。
九
条
民
部
卿
顕
頼

（藤
原

顕
頼

・
権
中
納
言
正
三
位
）
↓

（ナ
マ
君
達
へ
取
り
次
ぐ
）
侍

（藤
原
顕
頼
の

家
臣
、
第
七
の
三
二
話
）
１
例

。
廉
承
武

（伝
未
詳
）
↓
邑
上
帝

（第

一
〇
の

一
八
話
）
３
例

形
容
詞
十
ナ
ン
ー
　
…
…
或
僧
↓
老
尼

（第
六
の
二
九
話
）
１
例

ニ
テ
ー
　
…
…
恵
心
、
檀
那
ノ
僧
都
ナ
ト
↓
性
空
聖
人

（第
二
の
一
六
話
）

１
例

。
禅
師
ノ
君
↓
妻

（第
七
の
二
七
話
）
１
例

。
北
野
ノ
右
近
馬
場
ノ
神
↓

鳥
羽
法
皇

（第

一
〇
の
一
五
話
）
１
例

ニ
ヤ
ー
　
…
…
大
納
言
行
成
卿

（藤
原
行
成

。
権
大
納
言
正
三
位
）
↓
実
方

中
将

（陸
奥
守
正
四
位
下
、
第
八
の
一
話
）
１
例

ニ
コ
ソ
ー
　
…
…
清
輔
朝
臣

（藤
原
清
輔

。
正
四
位
下
）
↓
讃
岐
三
位

《藤

原
季
行

。
非
参
議
従
三
位
》
の
邸
の
）
人
々

（第
四
の
八
話
）
１
例

ニ
モ
ー
　
…
…
弘
光

（相
撲
）
↓
帥
中
納
言
長
実
卿

（藤
原
長
実

・
権
中
納

言
正
三
位
、
第
二
の
一
一
話
）
１
例

。
盛
重

（従
五
位
上
）
↓
堀
河
院

（第
四

の
三
話
）
１
例

。

（成
通
卿
の
）
メ
ノ
ト
↓
成
通
卿

（藤
原
成
通

。
大
納
言
正

三
位
、
第

一
〇
の
一
六
話
）
１
例

テ
ー
　
…
…
蜂

（カ
キ
ノ
水
干
、
袴
着
タ
ル
男
）
↓
余
吾
大
夫

（第

一
の
八

話
）
１
例

。
フ
ル
ト
ヒ

（
コ
ト
ヤ
ウ
ナ
ル
法
師
）
↓
西
塔
二
住
セ
ル
僧

（第

一

の
九
話
）
２
例

・
ト
ネ
リ
ナ
リ
ケ
ル
翁
↓
院

（陽
成
院
）
司

（第

一
の
三
七
話
）

１
例

。
大
中
臣
能
宜

（伊
勢
神
宮
祭
主
正
四
位
下
）
↓
頼
基

（大
中
臣
頼
基

。

伊
勢
神
宮
祭
主
従
四
位
下
、
第

一
の
三
九
話
）
１
例

・
帥
内
大
臣

（藤
原
伊
周

。
准
大
臣
正
三
位
）
↓
御
堂
入
道
殿

（藤
原
道
長

・
摂
政
太
政
大
臣
従

一
位
、



第

一
の
四
六
話
）
１
例

・
盛
重

（従
五
位
上
）
↓
堀
河
院

（第
四
の
三
話
）
１

例

。
清
輔
朝
臣

（藤
原
清
輔

・
正
四
位
下
）
↓

（讃
岐
三
位

《藤
原
季
行

・
非

参
議
従
三
位
》
の
邸
の
）
人
々

（第
四
の
八
話
）
１
例

。
比
巴
ノ
師

（ナ
ニ
カ

シ
）
↓

（讃
岐
三
位

《藤
原
季
行

。
非
参
議
従
三
位
》
の
邸
の
）
或
人

（第
四

の
八
話
）
１
例

。
後
江
相
公

（大
江
朝
綱

・
参
議
正
四
位
下
）
↓
博
士
達

（第

四
の
一
〇
話
）
１
例

。
長
能

（生
没
年
末
詳
）
↓

（大
納
言

《藤
原
公
任

・
権

大
納
言
正
三
位
》
の
）
使
者

（第
四
の
一
七
話
）
１
例

。
小
尼
上
↓
安
養
尼
上

（第
六
の
三
八
話
）
１
例

・
深
覚
僧
正
↓
宇
治
殿

（藤
原
頼
通

・
摂
政
関
自
太

政
大
臣
従

一
位
、
第
七
の
一
〇
話
）
１
例

。

（二
条
三
位
経
盛

《平
経
盛

。
参

議
正
三
位
》
の
）
侍
↓
二
条
三
位
経
盛

（平
経
盛

・
参
議
正
三
位
、
第
七
の
三

三
話
）
１
例

。
伊
勢
武
者
↓
祭
主
三
位
輔
親

（大
中
臣
輔
親

。
非
参
議
正
三
位
、

第
七
の
三
四
話
）
２
例

。

（タ
テ
ノ
ニ
郎
義
光

《刑
部
少
輔
従
五
位
上
》
の
）

随
兵
↓

盆
ハ
条
修
理
大
夫
顕
季

《非
参
議
正
三
位
》
の
）
家
臣

（第
九
の
二
話
）

１
例

。
基
綱
卿

（源
基
綱

・
権
中
納
言
従
二
位
）
↓
白
河
院

（第

一
〇
の
六
三

話
）
１
例

。
中
院
僧
正

（定
遍
）
↓
中
院
入
道
右
府

（源
雅
定

。
右
大
臣
正
三

位
、
第

一
〇
の
七
五
話
）
１
例

テ
コ
ソ
ー
　
…
…
源
三
位
頼
政

（非
参
議
従
三
位
）
↓

公
一条
三
位
経
盛
《平

経
盛

。
参
議
正
三
位
》
の
）
侍

（第
七
の
三
二
話
）
１
例

★
　
候
ふ

（地
の
文
）

動
詞
十

「候
ふ
」
…
…
第

一
〇
の
七
六
話

（１
例
）

レ
ー
　
…
…
第
七
の
三
二
話

（１
例
）

ニ
テ
ー
　
…
…
第

一
の
一
五
話

（１
例
）
。
第
四
の
三
話

（１
例
）
。
第
五
の

一
一
話

（１
例
）
。
第
九
の

一
話

（１
例
）
。
第
九
の

一
〇
話

（１
例
）
。
第

一

〇
の
一
三
話

（１
例
）

テ
ー
　
…
…
第
四
の
一
四
話

（１
例
）
。
第
七
の
二
五
話

（１
例
）
。
第

一
〇

の
一
五
話

（１
例
）
。
第

一
〇
の
七
三
話

（１
例
）

テ

（で
）
―
　
…
…
第
九
の
二
話

（１
例
）

☆
　
候
ふ

（会
話
文
）

動
詞

・
補
助
動
詞
十

「候
ふ
」
…
…
勘
解
由
相
公
有
国
卿

（藤
原
有
国

。
参

議
従
二
位
）
↓
御
堂
ノ
入
道
殿

（藤
原
道
長

・
摂
政
太
政
大
臣
従

一
位
、
第

一

の
二
五
話
）
２
例

・
ト
ネ
リ
ナ
リ
ケ
ル
翁
↓
院

（陽
成
院
）
司

（第

一
の
三
七

話
）
４
例

。
或
宮
原
ノ
女
房

（下
級
の
女
房
を
介
し
て
）
↓
土
左
判
官
代
道
清

（源
道
清
、
第

一
の
五
三
話
）
１
例

。
右
大
弁

（女
房
）
↓
皇
嘉
門
院

（崇
徳

天
皇
皇
后
聖
子
、第

一
の
六
五
話
）
１
例

。
ト
ノ
ヰ
人
↓
女
房
（第
二
の
五
話
）

１
例

。
伊
遠

（相
撲
）
↓
弘
光

（相
撲
、
第
二
の
一
一
話
）
１
例

。
伊
遠

（相

撲
）
↓
伊
成

（相
撲
、
第
二
の
一
一
話
）
２
例

。
弘
光

（相
撲
）
↓
伊
成

（相

撲
、第
三
の
一
一
話
）
２
例

。
大
矢
右
衛
門
尉
致
経
（平
致
経

・
左
衛
門
大
尉
）

↓
丹
後
守
保
昌

（第
二
の
一
二
話
）
１
例

。
仲
正

（源
仲
正
）
力
郎
等
↓
堀
河

院

（第
四
の
三
話
）
１
例

。
佐
実

（藤
原
佐
実

。
従
五
位
下
）
↓
花
園
ノ
オ
ト
ゝ

（源
有
仁

。
左
大
臣
従

一
位
、
第
四
の
三
話
）
１
例

。
武
者
ノ
姿
シ
タ
ル
者
↓

（加
茂
の
）
神

（第
四
の
四
話
）
１
例

。
長
能

（生
没
年
末
詳
）
↓

（大
納
言

《藤
原
公
任

。
権
大
納
言
正
三
位
》
の
）
使
者

（第
四
の
一
七
話
）
１
例

。
（御

隋
身
敦
季
の
）
従
者
↓
小
野
皇
太
后
宮

（後
冷
泉
天
皇
皇
后
歓
子
、
第
七
の
三

話
）
１
例

。
尼
↓
隆
禅
律
師

（大
僧
都
、
第
七
の
二
五
話
）
１
例

。
オ
リ
鳥
帽

子
キ
タ
ル
男
↓
主
ノ
住
持

（第
七
の
二
六
話
）
３
例

。
侍
↓
禅
師
ノ
君

（僧
侶
、

第
七
の
二
七
話
）
２
例

。

（伏
見
修
理
太
夫
俊
綱
朝
臣
の
）
使
↓
伏
見
修
理
太

夫
俊
綱
朝
臣

（橘
俊
綱

。
修
理
大
夫
正
四
位
上
、
第
七
の
二
八
話
）
１
例

。
伊

勢
武
者
↓
祭
主
三
位
輔
親
（大
中
臣
輔
親

。
非
参
議
正
三
位
、
第
七
の
三
四
話
）

２
例

。
（左
衛
門
尉
行
遠
の
）
従
者
↓
左
衛
門
尉
行
遠

（第
七
の
二
五
話
）
２

例

。
田
カ
リ
ケ
ル
童
↓
和
泉
式
部

（第
七
の
四
六
話
）
１
例

。

（三
条
内
大
臣



に
仕
え
て
い
る
）
人
↓
三
条
内
大
臣

（藤
原
公
教

・
内
大
臣
正
三
位
、
第
八
の

二
話
）
１
例

。
帥
民
部
卿
経
信
卿

（源
経
信

。
大
納
言
正
三
位
）
↓
不
定

（第

一
〇
の
四
話
）
１
例

・
俊
頼

（源
俊
頼

。
本
工
権
守
従
四
位
上
）
↓
経
信
卿

（源

経
信

。
大
納
言
正
三
位
、
第

一
〇
の
五
話
）
１
例

。

（成
通
卿
の
）
メ
ノ
ト
↓

成
通
卿

（藤
原
成
通

。
大
納
言
正
三
位
、
第

一
〇
の
一
六
話
）
２
例

。
廉
承
武

（伝
未
詳
）
↓
邑
上
帝

（第

一
〇
の
一
八
話
）
１
例

。
自
河
院
↓
堀
河
院

（第

一
〇
の
六
二
話
）
１
例

。
季
春

（郡
司
）
↓
藤
原
基
衡

（在
国
司
、
第

一
〇
の

七
六
話
）
２
例

形
容
詞
十

「候
ふ
」
…
…
或
宮
原
ノ
女
房

（下
級
の
女
房
を
介
し
て
）
↓
土

左
判
官
代
道
清

（源
道
清
、
第

一
の
五
三
話
）
２
例

・
佐
実

（藤
原
佐
実

。
従

五
位
下
）
↓
花
園
ノ
オ
ト
ゝ

（源
有
仁

・
左
大
臣
従

一
位
、
第
四
の
三
話
）
１

例

。
オ
リ
烏
帽
子
キ
タ
ル
男
↓
主
ノ
住
持

（第
七
の
二
六
話
）
１
例

。
女
房
↓

小
野
皇
太
后
宮

（後
冷
泉
天
皇
皇
后
歓
子
、
第
七
の
三
話
）
１
例

。
中
納
言
右

衛
門
督
伊
防
卿

（源
伊
防

。
中
納
言
正
三
位
）
↓
村
上
天
皇

（第

一
〇
の
一
話
）

１
例ラ

レ
ー
　
…
…
長
能

（生
没
年
末
詳
）
↓

（大
納
言

《藤
原
公
任

・
権
大
納

言
正
三
位
》
の
）
使
者

（第
四
の
一
七
話
）
１
例

。

（宇
治
殿

《藤
原
頼
通

・

摂
政
関
白
太
政
大
臣
従

一
位
》
の
）
家
司
↓
宇
治
殿

（藤
原
頼
通

・
摂
政
関
自

太
政
大
臣
従

一
位
、
第
七
の
一
〇
話
）
１
例

レ
ー
　
…
…
佐
実

（藤
原
佐
実

。
従
五
位
下
）
↓
花
園
ノ
オ
ト
ゝ

（源
有
仁

・
左
大
臣
従

一
位
、
第
四
の
三
話
）
１
例

セ
ー
　
…
…
北
野
ノ
右
近
馬
場
ノ
神
↓
鳥
羽
法
皇

（第

一
の
一
五
話
）
１
例

ス

（ず
）
―
　
…
…
旅
人
ノ
法
師
↓
主
ノ
住
持

（第
七
の
二
六
話
）
１
例

ニ
ー
　
…
…
盛
重

（従
五
位
上
）
↓
六
条
右
大
臣

（源
顕
房

。
右
大
臣
従

一

位
、
第

一
の
五

一
話
）
１
例

。
比
巴
ノ
師

（ナ
ニ
カ
シ
）
↓
讃
岐
三
位

（藤
原

季
行

・
非
参
議
従
三
位
、
第
四
の
八
話
）
１
例

。
中
納
言
顕
基
卿

（源
顕
基

・

権
中
納
言
従
三
位
）
↓
宇
治
殿

（藤
原
頼
通

・
摂
政
関
白
太
政
大
臣
従

一
位
、

第
六
の
一
四
話
）
１
例

・
侍
↓
禅
師
ノ
君

（僧
侶
、
第
七
の
二
七
話
）
２
例

。

伊
勢
武
者
↓
祭
主
三
位
輔
親

（大
中
臣
輔
親

・
非
参
議
正
三
位
、
第
七
の
三
四

（
‐３
）

話
）
１
例

ヘ
シ

（べ
し
）
―
　
…
…
旅
人
ノ
法
師
↓
主
ノ
住
持

（第
七
の
二
六
話
）
１

例
ヘ
ク

（
べ
く
）
モ
ー
　
…
…
良
仁

（ひ
じ
り
）
↓
尾
張

（女
房
の
名
、
第

一

〇
の
六
三
話
）
１
例

ニ
テ
ー
　
…
…
ト
ネ
リ
ナ
リ
ケ
ル
翁
↓
院

（陽
成
院
）
司

（第

一
の
三
七
話
）

１
例

。
斉
信
卿

（藤
原
斉
信

。
大
納
言
正
三
位
）
↓
公
任
卿

（藤
原
公
任

・
権

大
納
言
正
三
位
、
第

一
の
四
〇
話
）
１
例

。
蔵
人
↓
徳
大
寺
左
大
臣

（藤
原
実

能

。
左
大
臣
従

一
位
、
第

一
の
五
〇
話
）
１
例

。
弘
光

（相
撲
）
↓
帥
中
納
言

長
実
卿

（藤
原
長
実

。
権
中
納
言
正
三
位
、
第
二
の

一
一
話
）
１
例

。
伊
遠

（相
撲
）
↓
伊
成

（相
撲
、
第
二
の
一
一
話
）
１
例

。
大
矢
右
衛
門
尉
致
経

（平
致
経

・
左
衛
門
大
尉
）
↓
丹
後
守
保
昌

（第
三
の
一
二
話
）
１
例

。
博
士

敦
正

（伝
未
詳
）
↓
花
園
ノ
オ
ト
ゝ

（源
有
仁

・
左
大
臣
従

一
位
、
第
四
の
三

話
）
１
例

。
比
巴
ノ
師

（ナ
ニ
カ
シ
）
↓
讃
岐
三
位

（藤
原
季
行

・
非
参
議
従

三
位
、
第
四
の
八
話
）
１
例

。
白
河
院
↓
後
藤
内
則
明

（源
頼
義
の
郎
党
、
第

六
の
二
〇
話
）
１
例

。
旅
人
ノ
法
師
↓
主
ノ
住
持

（第
七
の
二
六
話
）
２
例

・

オ
リ
烏
帽
子
キ
タ
ル
男
↓
主
ノ
住
持

（第
七
の
二
六
話
）
１
例

。
大
納
言
行
成

卿

（藤
原
行
成

。
権
大
納
言
正
三
位
）
↓
実
方
中
将

（陸
奥
守
正
四
位
下
、
第

八
の
一
話
）
１
例

。
基
綱
卿

（源
基
綱

。
権
中
納
言
従
二
位
）
↓
白
河
院

（第

一
〇
の
六
三
話
）
１
例

ニ
テ
モ
ー
　
…
…
オ
リ
鳥
帽
子
キ
タ
ル
男
↓
主
ノ
住
持

（第
七
の
二
六
話
）



１
例

。
ナ
マ
メ
キ
タ
ル
女
房
↓
神
（石
清
水
八
幡
宮
の
神
、第

一
〇
の
一
一
話
）

１
例ニ

カ
ー
　
…
…

（左
衛
門
尉
行
遠
の
）
従
者
↓
左
衛
門
尉
行
遠

（第
七
の
三

五
話
）
１
例

ニ
ヤ
ー
　
…
…
佐
世

（藤
原
佐
世

・
右
大
弁
従
四
位
下
）
↓
昭
宣
公

（藤
原

基
経

・
摂
政
関
白
太
政
大
臣
従

一
位
、
第
四
の
一
六
話
）
１
例

テ
ー
　
…
…
蔵
人
↓
後
徳
大
寺
左
大
臣

（藤
原
実
定

・
左
大
臣
正
三
位
、
第

一
の
一
九
話
）
１
例

・
勘
解
由
相
公
有
国
卿

（藤
原
有
国

・
参
議
従
二
位
）
↓

御
堂
ノ
入
道
殿

（藤
原
道
長

・
摂
政
太
政
大
臣
従

一
位
、
第

一
の
二
五
話
）
２

例

。
土
御
門
右
府

（源
師
房

。
右
大
臣
従

一
位
）
↓
宇
治
関
白

（藤
原
頼
通

・

摂
政
関
白
太
政
大
臣
従

一
位
、
第

一
の
二
六
話
）
１
例

。
近
利

（随
身
）
↓
大

三
条
殿

（藤
原
教
通

。
関
白
太
政
大
臣
従

一
位
、
第

一
の
五
二
話
）
１
例

・
ヰ

ナ
カ
ヨ
リ
上
タ
ル
兵
士
↓
青
侍

（第
二
の
四
話
）
１
例

。
大
矢
右
衛
門
尉
致
経

（平
致
経

。
左
衛
門
大
尉
）
↓
丹
後
守
保
昌

（第
二
の
一
二
話
）
１
例

。
清
輔

朝
臣

（藤
原
清
輔

・
正
四
位
下
）
↓
比
巴
ノ
師

（ナ
ニ
カ
シ
、
第
四
の
八
話
）

１
例

・
貧
キ
僧
↓
官
人

（第
六
の
二
三
話
）
１
例

。
旅
人
ノ
法
師
↓
主
ノ
住
持

（第
七
の
二
六
話
）
２
例

。
オ
リ
烏
帽
子
キ
タ
ル
男
↓
主
ノ
住
持

（第
七
の
二

六
話
）
１
例

。
侍
↓
禅
師
ノ
君

（僧
侶
、
第
七
の
二
七
話
）
１
例

。

（左
衛
門

尉
行
遠
の
）
従
者
↓
左
衛
門
尉
行
遠

（第
七
の
二
五
話
）
２
例

。
荘
官
↓
朝
隆

卿

（藤
原
朝
隆

・
権
中
納
言
正
三
位
、
第

一
〇
の
三
二
話
）
１
例

三

二
項
の
用
例
を
用
例
数
で
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

全
用
例
数

動
詞
に
下
接
し
て
い
る
も
の
の
用
例
数

候

ふ

侍

り

6

地
の
文

会
話
文

合
計

候
ふ

侍

り

1 1

地
の
文

会
話
文

合
計

＊
　
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
用
例
数
を
示
す
。

右
記
の
用
例
数
を
見
て
み
る
と
、

「侍
り
し
の
全
用
例
数
は
八
六
例
で
あ
り
、

「候
ふ
」
の
全
用
例
数
は
一
〇
七
例
で
あ
り
、

「候
ふ
」
が
優
勢
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
現
象
は
敬
語
史
の
流
れ
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、　
ペ
フ

音
物
語
集
』
に
於
け
る

「侍
り
」
と

「候
ふ
」
の
比

（〇

・
五
七
対

一
《
ま
た

は

一
対

一
・
八
と
、
「宇
治
拾
遺
物
語
』
に
於
け
る
「侍
り

（七
三
例
）
」
と
「候

ふ

（
一
五
八
例
と
の
比

（〇

・
四
六
対

一
《
ま
た
は

一
対
二
。
一
六
》
、
「総
索

引
」
で
別
途
調
査
し
た
も
の
）
と

『十
訓
抄
』
に
於
け
る

「侍
り
」
と

「候
ふ
」

の
比

（○

。
八
〇
対

一
《
ま
た
は

一
対

一
。
二
四
と

と
を
比
較
し
て
み
る
と
、

『十
訓
抄
』
に
於
け
る

「侍
り
」
は

『今
昔
物
語
集
』
『宇
治
拾
遺
物
語
」
に

於
け
る

「侍
り
」
よ
り
勢
力
が
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、

「侍
り
」
「候

ふ
」
が
動
詞
に
下
接
し
て
い
る
も
の
に
限
定
し
て
み
て
も
、
『十
訓
抄
』
の
「侍

り
」
と

「候
ふ
」
の
比
は
〇

・
七
六
対

一

（ま
た
は
一
対

一
。
二
七
）
で
あ
り
、

結
果
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
敬
語
史
の
流
れ
か
ら
見
る
と
、

「十
訓

抄
」
に
於
い
て
は
割
合

「侍
り
」
の
勢
力
が
ま
だ
残

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ど
う
解
す
れ
ば
良

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
も
う
少
し
細
か
く

「侍
り
」
「候
ふ
」
を
考
察

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
、
『十
訓
抄
』
の
一
説
話
内
に
於
い
て
併

用
さ
れ
て
い
る

「侍
り
」
と

「候
ふ
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
「十

訓
抄
』
の
一
説
話
内
に
於
い
て
併
用
さ
れ
て
い
る

「侍
り
」
と

「候
ふ
」
を
整



候

ふ

侍

り

1 第一の三七話

1 第一の五三話

7 1 第二の一一話

5 6 第四の三話

6 第四の八話

2 第四の一七話

1 1 第七の一〇話

5 2 第七の二七話

3 2 第七の三四話

1 1 第八の一話

1 1 第一〇の一話

2 第一〇の一六話

1 4 第一〇の一八話

2 2 第一〇の六三話

1 1 第一〇の七六話

理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

★
　
地
の
文

歎
キ
ナ
カ
ラ
国
司
ノ
返
事
二
申
ケ
ル
ハ
、
例
ナ
キ
検
注
ヲ
行
ニ
ツ
キ
テ
、

季
春
事
ノ
ヤ
ウ
ヲ
申
ノ
フ
ル
ハ
カ
リ
ニ
コ
ソ
存
候
ツ
レ
。
カ
ク
ホ
ト
ノ
狼
籍

出
来
事
、
申
テ
ア
マ
リ
ア
リ
。
殊
二
恐
思
給
ヘ
リ
。
基
衡
ツ
ユ
不
知
及
侍
レ

ハ
、
早
検
見
ヲ
給
テ
、
季
春
力
頸
ヲ
切
テ
奉
ヘ
キ
ム
ネ
申
ケ
ル
。

（第

一
〇

の
七
六
話
）

☆
　
会
話
文

＊
　
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
用
例
数
を
示
す
。

右
記
の
整
理
し
た
も
の
を
見
て
み
る
と
、
地
の
文
に
つ
い
て
は
用
例
が
少
な

い
の
で
何
と
も
言
え
な
い
が
、
会
話
文
で
は
、
一
説
話
内
に
於
い
て
、
「侍
り
」

よ
り

「候
ふ
」
の
方
が
勢
力
が
強
い
も
の
が
五
話

（第

一
の
三
七
話

。
第

一
の

五
三
話

。
第
三
の
一
一
話

。
第
七
の
二
七
話

。
第
七
の
三
四
話
）、逆
に

「候

ふ
し
よ
り

「侍
り
」
方
が
勢
力
が
強
い
も
の
が
三
話

（第
四
の
三
話

。
第
四
の

八
話

。
第

一
〇
の
一
八
話
）
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「侍
り
し
よ
り

「候
ふ
」

の
方
が
勢
力
が
強
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
敬
語
史
の
流
れ
か
ら
見
て
よ
く
理
解

出
来
る
こ
と
で
あ
る
が
、

「候
ふ
」
よ
り

「侍
り
」
の
方
が
勢
力
が
強
い
も
の

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
解
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
こ

と
は
、
出
典
に
影
響
さ
れ
て
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

三
話
の
出
典
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

「第
四
の
三
話

・
第
四
の
八
話
」
の
二
話

の
出
典
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
「第

一
〇
の
一
八
話
」
の
出
典
は
『古

事
談
』
で
あ
る
の
で
、

『十
訓
抄
』
の
本
文
と
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

用
例
は

「廉
承
武

（伝
未
詳
）
↓
邑
上
帝
」
で
あ
る
。

☆
　

『古
事
談
』

大
唐
琵
琶
博
士
廉
承
武
二
候
。
只
今
此
虚
ヲ
罷
通
事
候
ツ
ル
ガ
。
御
琵
琶
ノ

撥
オ
ト
ノ
イ
ミ
ジ
サ
ニ
所
二
参
入
一也
。

（中
略
）
云
々
。

是
ハ
廉
承
武
之
琵
琶
二
候
。
貞
敏
二
二
給
候
之
内
二
候
卜
申
ケ
リ
。

☆
　

『十
訓
抄
』

「大
唐
ノ
琵
琶
ノ
博
士
、
ア
サ
ナ
劉
次
郎
廉
承
武
二
侍
。
只
今
此
空
ヲ
ス
キ
侍

ツ
ル
カ
、
御
比
巴
ノ
撥
音
ノ
イ
ミ
シ
サ
ニ
参
ル
所
也
。
（中
略
ご

卜
申
。

「是
ハ
廉
承
武
力
琵
琶
二
侍
。
貞
敏
ニ
ツ
タ
ヒ
候
シ
秘
事
ノ
内
二
侍
」
卜
申

ケ
リ
。

右
記
の

『古
事
談
』
と

『十
訓
抄
』
の
傍
線
部
を
見
て
み
る
と
、
『古
事
談
』

の
傍
線
部
Ｂ

「候

（動
詞
ご

を

『十
訓
抄
』
で
は
傍
線
部
ｂ

「侍

（補
助
動

詞
ご

に
変
え
て
い
る
が
、
『古
事
談
』
の
傍
線
部
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｅ
の

「候
ふ
」
を

『十

訓
抄
』
で
は
傍
線
部
ａ
ｂ
ｃ
ｅ
の
よ
う
に

「侍
り
」
に
改
変
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
は
完
全
に

『十
訓
抄
』
の
編
者
の
意
識
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
言
え
る
。
『十
訓
抄
』
の
編
者
は
、
敬
語
史
の
流
れ
に
反
し
て
、

『古
事
談
』
の

「候
ふ
」
を

「侍
り
」
に
な
ぜ
改
変
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

『十
訓
抄
』
に
は
王
朝
時
代
の
説
話
が
数
多
く
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

『十
訓
抄
』
の
編
者
の
王
朝
時
代
に
対
す
る
回
顧

的
な
意
識
の
強
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
解
し
た
い
。

『十
訓
抄
』
に
於
い
て



は
割
合

「侍
り
」
の
勢
力
が
ま
だ
残

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
同
様
に
解
し

た
い
。
な
お
、
「宇
治
拾
遺
物
語
』
に
於

い
て

『今
昔
物
語
集
」
の

「候
ふ
」

を

「侍
り
」
に
改
変
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
コ
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
成

立
時
よ
り
か
な
り
古
臭
い
説
話
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
と
み
ら
れ
る
」
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

四

次
に

「侍
り
」
と

「候
ふ
」
の
敬
意
度
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

話
し
手
と
聞
き
手
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
枠
組
み
を
設
定
し
て
お

く
こ
と
に
す
る
。

Ｉ
　
天
皇

・
皇
族

。
摂
政

。
関
白

Ｆ
　
外
国
の
王

Ｈ
　
大
臣

。
大
納
言

。
中
納
言

。
参
議

・
右
大
弁

。
僧
侶

（僧
正
）

Ⅲ
　
国
司
以
下

（五
位
以
下
の
殿
上
人
も
含
む
）
。
僧
侶

（僧
都
）

Ⅳ
　
女
房

Ｖ
　
地
位
不
明
の
者

Ⅵ
　
不
定

Ⅶ
　
外
国
人

Ⅷ
　
仏
神

右
記
の
枠
組
み
で
、
会
話
文
に
於
け
る
話
し
手
と
聞
き
手
に
つ
い
て
、
二
項

の
用
例
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

〈表
１
〉
侍
り

☆

　

〈
表
２
〉
候
ふ

* *

ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
用
例
数
を
示
す
。

「侍
り
し
の
全
用
例
数
は
八
〇
例
、
「候
ふ
」
の
全
用
例
数
は
九
四
例
。

手き聞

Wll Ⅶ Ⅵ V Ⅳ I I

l I

話
・　
　
し
　
　
手

1 I

2 8 8

1 2 Ⅲ

Ⅳ

1 5 V

Ⅵ

4 Ⅶ

1 7111

3 1
合
計

手き聞

Ⅷ Ⅷ Vl V Ⅳ II I I

1 1 I

話

　

し

　

手

I

1 1

5

1 3 Ⅳ

1 6 V

Ⅵ

1 Ⅶ

1 7111

2 1
合

計



右
記
の

〈表
１
〉
〈表
２
〉
の
聞
き
手
に
対
す
る
用
例
数
を
見
て
見
る
と
、

「侍
り
」
は
Ｉ
に
二

一
例
、
Ｈ
に
一
九
例
使
用
さ
れ
、
「候
ふ
」
は
Ｉ
に
二
三

例
、
Ｈ
に
二
一
例
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
全
用
例
数

に
対
す
る
比
率
は
、

「侍
り
」
は
Ｉ
が
二
六

。
三
％
で
、
Ｈ
が
二
三

・
八
％
で
、

「候
ふ
」
は
Ｉ
が
二
四

・
五
％
で
、
Ｈ
が
三
二
。
三
％
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で

は

「侍
り
」
と

「候
ふ
」
の
敬
意
度
の
差
に
つ
い
て
は
何
と
も
言
え
な
い
。

〈表

１
〉
〈表
２
〉
の
用
例
数
を
見
て
い
て
目
に
付
く
こ
と
は
、
Ｈ
↓
Ｖ
、
Ｖ
↓
Ｖ

に
つ
い
て
で
あ
る
。
「侍
り
」
は
Ｈ
↓
Ｖ
に
一
一
例
、
Ｖ
↓
Ｖ
に
二
〇
例
あ
り
、

「候
ふ
」
は
Ｖ
↓
Ｖ
に
二
九
例
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｖ

に
関
す
る
用
例
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
Ｖ
の
枠
組
み
が
粗
か
っ
た
こ
と
が
原

因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
説
話
内
に
於
い
て
話
し
手
と
聞
き
手
と
の
関

係
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
、
説
話
内
に
於
い
て
話
し
手
と

聞
き
手
と
の
関
係
を
検
討
し
、
話
し
手
と
聞
き
手
と
の
関
係
が
判
明
し
た
も
の

を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

●
　
話
し
手
下
位

侍
り
…
…
Ｈ
↓
Ｖ
　
一
例

。
ｖ
↓
ｖ
　
一二
例

候
キ

・・…
ｖ
↓
ｖ
　
一二
例

●
　
話
し
手
上
位

侍
り
…
…
Ｈ
↓
Ｖ
　
エハ
例

・
Ｖ
↓
Ｖ
　
一二
例

右
記
の
用
例
数
を

〈表
１
〉
〈表
２
〉
か
ら
除
く
と
、

「侍
り
」
は
Ｈ
↓
Ｖ

が
四
例
、
ｖ
↓
ｖ
が

一
四
例
と
な
り
、
「候
ふ
」
は
Ｖ
↓
Ｖ
が
二
六
例
と
な
る
。

こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
Ｖ
↓
Ｖ
で
あ
ろ
う
。
Ｖ
↓
Ｖ
は

話
し
手
と
聞
き
手
と
の
関
係
が
対
等

。
同
等
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
関
係
に
あ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「侍
り
」
は
Ｖ
↓
Ｖ
が

一
四
例

（全
用
例
数
八

〇
に
対
す
る
比
率
は
一
七

・
五
％
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「候
ふ
」
は
Ｖ
↓

Ｖ
が
二
六
例

（全
用
例
数
九
四
に
対
す
る
比
率
は
二
七

・
七
％
）
も
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
「候
ふ
」
よ
り

「侍
り
」
の
方
が
敬
意
度
が
高
い
と
言
え
る
。
し

か
し
、
気
掛
か
り
な
こ
と
が
あ
る
の
は
、
右
記
の
説
話
内
に
於
い
て
話
し
手
と

聞
き
手
と
の
関
係
が
判
明
し
た
も
の
の
内
、
話
し
手
上
位
が

「侍
り
」
（Ｈ
↓

Ｖ
）
に
六
例
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
六
例
を
含
め
て
、

『十
訓
抄
』

の
会
話
文
に
於
け
る
聞
き
手
よ
り
話
し
手
が
上
位
で
あ
る
用
例
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

そ
こ
で
会
話
文
に
於
い
て
聞
き
手
よ
り
話
し
手
が
上
位
で
あ
る
用
例
を
二
項

か
ら
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

☆
　

「侍
り
」

大
中
臣
能
宜

（伊
勢
神
宮
祭
主
正
四
位
下
）
↓
頼
基

（大
中
臣
頼
基

。
伊
勢
神

宮
祭
主
従
四
位
下
、
第

一
の
二
九
話
）
１
例

・
深
覚
僧
正
↓

（宇
治
殿

《藤
原

頼
通

・
摂
政
関
白
太
政
大
臣
従

一
位
》
の
）
使
者

（第
七
の
一
〇
話
）
１
例

・

九
条
民
部
卿
顕
頼

（藤
原
顕
頼

・
権
中
納
言
正
三
位
）
↓

（ナ
マ
君
達

へ
取
り

次
ぐ
）
侍

（藤
原
顕
頼
の
家
臣
、
第
七
の
三
二
話
）
５
例

。
ナ
マ
君
達
↓
侍

（九
条
民
部
卿
顕
頼

《藤
原
顕
頼

・
権
中
納
言
正
三
位
》
の
家
臣
、
第
七
の
三

二
話
）
３
例

。
大
納
言
行
成
卿

（藤
原
行
成

。
権
大
納
言
正
三
位
）
↓
実
方
中

将

（陸
奥
守
正
四
位
下
、
第
八
の
一
話
）
２
例

。
六
条
修
理
大
夫
顕
季

（非
参

議
正
三
位
）
↓
タ
テ
ノ
ニ
郎
義
光

（刑
部
少
輔
従
五
位
上
、
第
九
の
二
話
）
２

例☆
　
候
ふ

斉
信
卿

（藤
原
斉
信

。
大
納
言
正
三
位
）
↓
公
任
卿

（藤
原
公
任

・
権
大
納

言
正
三
位
、
第

一
の
四
〇
話
）
１
例

。
白
河
院
↓
後
藤
内
則
明

（源
頼
義
の
郎

党
、
第
六
の
二
〇
話
）
１
例

。
大
納
言
行
成
卿

（藤
原
行
成

。
権
大
納
言
正
三

位
）
↓
実
方
中
将

（陸
奥
守
正
四
位
下
、
第
八
の
一
話
）
１
例



右
記
の
内
、
「侍
り

。
候
ふ
」
の

「大
納
言
行
成
卿

（藤
原
行
成

。
権
大
納

言
正
三
位
）
↓
実
方
中
将

（陸
奥
守
正
四
位
下
）
」
、

「候
ふ
」
の
「斉
信
卿

（藤

原
斉
信

。
大
納
言
正
三
位
）
↓
公
任
卿

（藤
原
公
任

・
権
大
納
言
正
三
位
ご

に
つ
い
て
は
、
聞
き
手
よ
り
話
し
手
が
上
位
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
判

明
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
他
の
用
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

「侍
り
」
の

「大
中
臣
能
宜

（伊
勢
神
宮
祭
主
正
四
位
下
）
↓
頼
基

（大
中

臣
頼
基

。
伊
勢
神
宮
祭
主
従
四
位
下
、
第

一
の
三
九
話
ご
に
つ
い
て
は
、
頼
基

と
能
宜
と
は
父
子
で
あ
る
の
で
、
聞
き
手
よ
り
話
し
手
が
上
位
で
あ
る
と
は
言

え
な
い
。
な
お
、
こ
の
箇
所
は
出
典
で
あ
る

「清
輔
袋
草
紙
』
（巻
四
）
に
は

「候
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
箇
所
は

『十
訓
抄
』
の
編
者
の
改
変
で
あ
る
。

「侍
り
」
の

「深
覚
僧
正
↓

（宇
治
殿

《藤
原
頼
通

・
摂
政
関
白
太
政
大
臣

従

一
位
》
の
）
使
者
」
に
つ
い
て
は
、
現
実
の
聞
き
手
は
使
者
で
あ
る
が
、
深

覚
僧
正
の
意
識
と
し
て
の
聞
き
手
は
宇
治
殿
で
あ
る
の
で
、
聞
き
手
よ
り
話
し

手
が
上
位
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
な
お
、
こ
の
箇
所
は
出
典
で
あ
る

『古
事

談
』
に
は

「侍
」
と
あ
る
。

「侍
り
」
の

「九
条
民
部
卿
顕
頼

（藤
原
顕
頼

・
権
中
納
言
正
三
位
）
↓

（ナ

マ
君
達
へ
取
り
次
ぐ
）
侍

（藤
原
顕
頼
の
家
臣
、
第
七
の
三
二
話
ご
は
、
顕
頼

が
侍
を
通
じ
て
ナ
マ
君
達
に
言
っ
た
も
の
で
、
現
実
の
聞
き
手
は
侍
で
あ
る
が
、

顕
頼
の
意
識
と
し
て
の
間
き
手
は
ナ
マ
君
達
で
あ
る
。
ナ
マ
君
達
の
身
分

・
官

職
等
は
不
明
で
あ
る
が
、
説
話
内
容
か
ら
、
年
老
い
て
近
衛
府
の
役
人
を
望
ん

で
い
る
者

（こ
の
事
件
の
後
近
衛
少
将
に
な
る
）
で
あ
り
、
あ
ま
り
身
分
は
高

く
な
い
と
言
え
る
。
こ
の
例
は
聞
き
手
よ
り
話
し
手
が
上
位
で
あ
る
と
言
え
る
。

な
お
、
こ
の
説
話
の
出
典
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

「侍
り
」
の

「ナ
マ
君
達
↓
侍

（九
条
民
部
卿
顕
頼

《藤
原
顕
頼

・
権
中
納

言
正
三
位
》
の
家
臣
、
第
七
の
三
二
話
ご

は
、
表
面
上
は
ナ
マ
君
達
に
は
自

分
の
発
話
内
容
を
顕
頼
に
伝
え
て
く
れ
と
い
う
意
識
は
な
く
、
聞
き
手
よ
り
話

し
手
が
上
位
で
あ
る
と
取
れ
る
が
、
う
が
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
説
話
内
容
か

ら
は
、
ナ
マ
君
達
に
は
自
分
の
発
話
内
容
を
顕
頼
に
伝
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う

と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
例
に
つ
い
て
は

は
っ
き
り
と
聞
き
手
よ
り
話
し
手
が
上
位
で
あ
る
と
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。「侍

り
」
の

「六
条
修
理
大
夫
顕
季

（非
参
議
正
三
位
）
↓
タ
テ
ノ
三
郎
義

光

（刑
部
少
輔
従
五
位
上
、
第
九
の
二
話
ご

は
、
説
話
内
容
か
ら
考
え
る
と
、

こ
の
例
は
聞
き
手
よ
り
話
し
手
が
上
位
で
あ
る
と
言
え
る
。
な
お
、
こ
の
説
話

の
出
典
は

『古
事
談
』
で
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
は
出
典
と
直
接
に
は
関
係
が
な

い
の
で
、
こ
の
箇
所
は

『十
訓
抄
』
の
編
者
の
敬
語
意
識
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

「候
ふ
」
の
「白
河
院
↓
後
藤
内
則
明

（源
頼
義
の
郎
党
、
第
六
の
二
〇
話
）
」

は
、
聞
き
手
よ
り
話
し
手
が
上
位
で
あ
る
と
言
え
る
。
な
お
、
こ
の
箇
所
は
出

典
で
あ
る

『古
事
談
』
に
は

「候
へ
」
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
聞
き
手
よ
り
話
し
手
が
上
位
で
あ
る
用
例
は
、

「侍
り
」
に
七
例
、

「候
ふ
」
に
一
例
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「侍
り
」
が

「候
ふ
」
よ
り
敬
意
度
が
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
が
、
「侍
り
」
の
九
条
民
部
卿
顕
頼

（藤
原
顕
頼

・
権
中
納
言
正
三
位
）
↓

（ナ
マ
君
達

へ
取
り
次
ぐ
）
侍

（藤
原
顕
頼
の
家
臣
、
第
七
の
三
二
話
ご

（五
例
）
に
つ
い
て
は
、
顕
頼
が
侍
を
通
じ
て
ナ
マ
君
達
に
言
っ
た
発
話
の
中

で
、
顕
頼
が
ナ
マ
君
達
に
、
「承
る
」
を

一
例
、
「聞
こ
ゆ

（動
詞

・
謙
譲
ご

を
二
例
、

「奉
る

（補
助
動
詞
と

を

一
例
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「侍

り
」
の
敬
意
度
は
あ
る
程
度
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「侍
り
」
の

「六
条
修
理
大
夫
顕
季

（非
参
議
正
三
位
）
↓
タ
テ
ノ
ニ
郎
義
光

（刑
部
少
輔



従
五
位
上
、
第
九
の
二
話
ご

（二
例
）
に
つ
い
て
も
、
顕
季
が
発
話
の
中
で
義

光
に
、
「申
す

（動
詞
ご

を
三
例
、
「給
ふ

（補
助
動
詞

・
下
三
段
と

を

一
例
、

聞
こ
ゆ

（動
詞

・
謙
譲
ご

を

一
例
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「侍
り
し
の
敬

意
度
は
あ
る
程
度
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「候
ふ
」
の

「白
河
院
↓
後
藤
内
則
明

（源
頼
義
の
郎
党
、
第
六
の
二
〇
話
ご

（
一
例
）
は

話
し
手
と
聞
き
手
と
の
身
分
差
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
か
ら
、
こ
の

「候
ふ
」

の
敬
意
度
は
あ
ま
り
高
い
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て

く
る
と
、
「侍
り
」
が

「候
ふ
」
よ
り
敬
意
度
が
高
い
と
考
え
て
良
い
と
思
う
。

ま
た
、
「第
六
の
二
〇
話
」
で
自
河
院
が
後
藤
内
則
明
に
戦
の
話
を
さ
せ
た
時

に
、
後
藤
内
則
明
が
自
河
院
に

「故
頼
義

・朝
臣
ノ
、
鎮
守
府
ヲ
タ
チ
テ
秋
田
城

へ
付
侍
シ
時
、
ウ
ス
雪
フ
リ
侍
シ
ニ
、
軍
ノ
オ
ト
コ
ト
モ
」
と

「侍
り
」
を
二

例
使
用
し
て
い
る
こ
と
も
、
「侍
り
」
が

「候
ふ
」
よ
り
敬
意
度
が
高
い
と
い

う
傍
証
に
な
る
と
思
う
。
な
お
、
こ
の
箇
所
は
出
典
で
あ
る

『古
事
談
』
で
は

二
例
と
も

「侍
」
と
あ
る
。
天
フ昔
物
語
集
』
に
於
い
て
は
、
「侍
り
」
に
は
聞

き
手
よ
り
話
し
手
が
上
位
で
あ
る
用
例
が
相
当
あ
る
が
、
「候
ふ
」
に
は
聞
き

手
よ
り
話
し
手
が
上
位
で
あ
る
用
例
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
か
コ
」
と
ヽ
ま
た

「侍
り
」
の
敬
意
度
は
低
く
、
「候
ふ
」
の
敬
意
度
は
非
常
に
高
い
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
『十
訓
抄
』
に
於
け
る

「候
ふ
」
は
、

『今
昔
物
語
集
し
に
於
け
る

「候
ふ
」
よ
り
敬
意
度
が
落
ち
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
　
と
　
め

以
上
、
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
箇
条
書
き
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

フ一
。一

、

『今
音
物
語
集
』
『宇
治
拾
遺
物
語
』
よ
り

「侍
り
」
の
勢
力
が
強
い
。

こ
れ
は
、
編
者
の
王
朝
時
代
に
対
す
る
回
顧
的
な
意
識
の
強
さ
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

一
、
編
者
に
は

「侍
り
し
が

「候
ふ
し
よ
り
敬
意
度
が
高
い
と
い
う
意
識
が

あ

っ
た
。

一
、

「候
ふ
」
は

『今
昔
物
語
集
』
よ
り
敬
意
度
が
落
ち
て
い
る
。

圧̈（１
）

拙
稿

「『十
訓
抄
』
に
於
け
る
敬
語
意
識
」
翁
国
語
語
彙
史
の
研
究

〈三
ｙ

昭

和
五
八
年
二
月
）

（２
）
　

「近
代
の
敬
語
Ｉ

〈丁
寧
語

《
「ア
ル
」
の
意
の
丁
寧
語
》
」
η
敬
語
史
』
《講

座
国
語
史
５
》
昭
和
四
六
年

一
一
月
）

（３
）

森
野
宗
明

「丁
寧
語

『候
ふ
し
の
発
達
過
程
に
つ
い
て
―
―
中
古

・
院
政
期
初

頭
に
お
け
る
状
況
」
翁
国
語
学

〈六
八
集
ｙ

昭
和
四
二
年
二
月
Ｙ

同

「古
代
の

敬
語
Ⅱ

〈丁
寧
表
現
―
―
被
支
配
待
遇
表
現
―
―

《
『
は
べ
り
」
「さ
ぶ
ら
ふ
し
ご

η
敬
語
史
」
《講
座
国
語
史
５
》
昭
和
四
六
年

一
一
月
）

（４
）
　

（２
）
に
同
じ
。

（５
）

桜
井
光
昭

『今
昔
物
語
集
の
語
法
の
研
究
し
昭
和
四

一
年
二
月

・
同

「近
代
の

敬
語
Ｉ

〈丁
寧
語

《
「ア
ル
」
の
意
の
丁
寧
語
》
ｙ

∩
敬
語
史
』
《講
座
国
語
史

５
》
昭
和
四
六
年

一
一
月
）

（６
）
　

（２
）
に
同
じ
。

（７
）

西
田
直
敏

『平
家
物
語
の
文
体
論
的
研
究
』
昭
和
五
三
年

一
一
月

・
初
出
は

「平

家
物
語
の

『候
ふ
ヒ

（『国
語
と
国
文
学
』
昭
和
四
三
年
二
月
）

（８
）
　

「『夜
の
寝
覚
」
の
文
章
」
翁
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
三
九
年

一
〇
月
）

（９
）

「
ス

（ず
）
―
」
の

「―
」
は

「侍
り
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
以
下
同
じ
表

記
方
法
を
取
る
こ
と
に
す
る
。

（Ю
）
　

「○
↓
△
」
は
、
○
が
話
し
手
で
、
△
が
聞
き
手
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（ｎ
）

二
例
の
内

一
例
は
吉
田
幸

一
博
士
蔵
本

（片
仮
名
本
）
に
拠
る
。

（‐２
）

士
口
田
幸

一
博
士
蔵
本

（片
仮
名
本
）
に
拠
る
。

（・３
）
　

（・２
）
に
同
じ
。

（・４
）
　

（２
）
に
同
じ
。

（・５
）

士
口
田
幸

一
博
士
蔵
本

（片
仮
名
本
）
に
は

「頸
」
と
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・１

（・６
）

『新
訂
増
補
国
史
大
系

〈第

一
八
巻
ｙ

（昭
和
四
〇
年

一
一
月
）
に
拠
る
。
以



下
同
じ
く
す
る
。

（‐７
）

佐
藤
武
義

「国
語
史
か
ら
み
た

『宇
治
拾
遺
物
語
」
の

『侍
り
」
と

『候
ふ
ヒ

「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
四
三
年

一
一
月
）

（１
）
に
同
じ
。

「続
群
書
類
従

〈第

一
六
輯
下
と

（昭
和
三
二
年
四
月
）
に
拠
る
。

（２
）
に
同
じ
。

（５
）
に
同
じ
。

―
―
甲
南
女
子
大
学
教
授
―
―
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